
Ｎｏ．１ 

予算決算常任委員会総括質疑一覧 

９月１１日（金） 

自民党こまつ１～３番/自民クラブ４～５番/みどりの風６～７番/無会派８～10 番 

※ 一問一答のため、議論の展開上、質疑内容が変更される場合があります。 
 
会派名 自民党こまつ                                                    

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

１ 梅田 利和 

１．公立４年制大学設立検討費 

（1）設立検討費について 

 ・公立大学設立に向けたこれまでの取り組み状況は 

 ・準備委員会の概要は 

 ・６つの部会の役割は 

 ・補正予算の具体的な使途は 

（2）開学までのスケジュールについて 

・平成 30 年４月開学までにすべきことは 

・認可申請までにしておかなければならないことは何か 

・大学を運営する法人の設立はいつか 

２ 宮橋 勝栄 

１．サイエンスヒルズこまつ管理運営費について 

（1）平成 26 年度の経営結果について 

 ・来客者等の状況 

 ・予算と決算の詳細 

（2）特定防衛施設周辺整備調整交付金について 

 ・概要と使途 

 ・サイエンスヒルズへの繰り入れ 

（3）ビジネスプランについて 

 ・当初の計画の内容 

 ・見直しの予定はあるのか 

３ 川崎 順次 

１．北陸新幹線建設促進費 

 ・26 年度決算における具体的な使用用途について 

 ・今年度以降の負担見込みとその用途について 

 ・新幹線工事開始後の残土や廃棄物の処分費負担について 

２．特別道路整備費 

 ・公園整備工事費について 



Ｎｏ．２ 

 

会派名 自民クラブ                                                    

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

４ 新田 寛之 

１．平成 26 年度小松市歳入歳出決算の認定について 

（1）決算状況等調査表から見えてくること 

 ・実質公債費比率について 

 ・将来負担比率について 

 ・経常収支比率について 

 ・性質別歳出について 

 ・財政調整基金残高について 

 ・市債残高について 

５ 高野 哲郎 

１．平成 26 年度小松市歳入歳出決算の認定について 

（1）市債残高と償還について 

 ・一般会計での５か年の改善額 

 ・全会計 128 億に比べ少ないのでは 

 ・公債の利子について 

 ・借換えについて 

２．平成 26 年度小松市公営企業会計決算の認定について 

 ・高い利率の企業債について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｎｏ．３ 

 

会派名 みどりの風 

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

６ 宮川 吉男 

１．こまつの文化産業資源活用費について 

（1）どのような活動内容か 

 ・財源の内訳 

 ・事業内容と目的 

（2）（仮）こまつ遺産アドバイザリーコミッティについて 

 ・設置目的 

 ・メンバーは何人で、どのような方を選定し、いつからスタート

か 

（3）緑の鉱石 碧玉について 

 ・この貴重な資源の活用の考え 

（4）梯川沿川の遺跡発掘について 

・貴重な遺物が多く発掘されている。その中に碧玉で作られた物

もあり、その他数多く出されている。これらを教育材料や観光

資源として活用すべきである 

２．はつらつ人材応援費について 

 ・この事業の概要と目的 

 ・この事業をいつからどのようにしてスタートするのか 

 ・市民に対しての周知をどのようにするのか 

 ・他部局との連携対策は 

 ・高齢者の重要な健康対策の一環であり、その意気込み決意の考

えは 

７ 浅村 起嘉 

１．公立４年制大学設立検討費 

（1）公立４年制大学整備構想策定について 

 ・カリキュラム作成、学部構成について 

 ・設備、施設について 

 ・高大接続、地域連携について 

 

 

 

 



 

Ｎｏ．４ 

 

無会派 

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

８ 木下 裕介 

１．生活保護費について 

（1）脱却に向けての取り組み 

 ・ケースワーカーについて 

 ・就労支援について 

９ 橋本 米子 

１．平成 26 年度小松市歳入歳出決算の認定について 

（1）財政面における消費税増税の影響について 

 ・消費税が平成 26 年４月より５％→８％に増税されたことにより

地方消費税交付金や実質交付税額などにどう影響があったのか 

（2）市税の状況について 

 ・個人市民税が緊急防災・減災事業の財源として、今後 10 年間 1

人 500 円が上乗せされた影響額はどうか 

 ・また、法人市民税の影響はどうか 

（3）戸籍・住民票等の証明書の郵送請求業務の民間委託費について 

 ・業務内容の実態はどうであったか。また、実績と効果について 

 ・証明書発行は地方自治体の本来業務である。個人情報のプライ

バシー漏えい問題はなかったのか 

10 片山 瞬次郎 

１．平成 27 年度小松市公共下水道事業会計補正予算 

（1）中央浄化センター１系水処理改築更新債務負担行為の増額につ

いて 

 ・事業の概要と債務負担額の増加の理由 

 ・新技術について 

 ・下水道の再生可能エネルギー 

   現状 

   今後のスマートシティを目指すに当たって下水道熱・汚泥の

有効の利用は 

 


